
 

 

 

～ 今月の聖句 ～ 

おめでとう 恵まれた方 主はあなたとともにいます。 

ルカによる福音書 1章 28節 
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□ １２月のねらい 

年長 ・イエス様をお迎えする心の準備をする。 

・待降節を過ごす中で、自分のことだけでなく自分の周りや世界に視野を広げ過ご

す。 

年中 ・冬の行事に楽しみながら参加し、季節の訪れを感じる。 

・聖劇を通して、ほんとうのクリスマスの意味を知り、イエス様の誕生を心待ち 

にする。 

・自分の気持ちを伝えたり、相手の立場に立って物事を考える。 

年少 ・アドベント・ロザリオを通して優しい心をもって友だちと関わる。 

・2 学期も無事に過ごせた事に感謝して残りの日を大切に過ごす。 

2 歳 ・一番大きな贈り物であるイエス様のご誕生を皆でお祝いする。 

・様々な遊びや全身運動を楽しみ、好奇心を広げる。 

1 歳 ・一番大きな贈り物であるイエス様のご誕生を皆でお祝いする。 

 

１２⽉ 園だより  

今月の聖句は、子どもたちが聖劇で演じている ～神さまのおつげ～ の場面で、大天使ガブリエルが、マリアに伝える言

葉です。この出来事は、絵画の題名などでは「受胎告知」として知られています。子どもたちが日々お祈りしている「アヴェ・

マリアの祈り」も、この言葉で始まります。マリア様の「おことばどおりになりますように」という決心がイエス様をお迎え

することができた始まりだったのかと思います。クリスマスはイエスさまのお誕生=神がこの世に来てくださったことを記念し

て祝うことです。聖劇を通して、子どもたちの脳裏の片隅に、場面の一つひとつが焼き付いて、大人になった時に思い出して

くれるとうれしいなと思っています。年長が演じる姿を、年中や年少のお友だちは、食い入るように見ています。年中のお友

だちが、「わたしは おおきくなったら あれ やりたい！！」と話しているのを聞きました。お兄さんお姉さんが演じるク

リスマスのお話をしっかり心に留めているようです。 

まもなくやってくるクリスマスは、自分たちがプレゼントをもらうことや、ごちそうを食べるだけではなく、ほかの人に「ど

うぞ」の心を持つことや、「ありがとう」と感謝の気持ちを持つこと、困っている人に目を向けることができるようになど、

心の準備をしてイエス様のご降誕を迎えたいと思います。 

幼稚園のあちらこちらに馬小屋が飾られています。アドベントの一週ごとに人形も増えていきます。今年は、畑にも馬小屋

が飾られています。畑の先生「石原さん」が準備をしてくださいました。畑で収穫した作物を赤ちゃんのイエスさんにお捧げ

しています。是非のぞいてみて、一緒にお祈りをしてくださいね。 
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